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スケさん＆カクさん

平成28年度

茨城県工業技術センター業務案内

茨城県工業技術センター
ものづくり企業の支援を通じて県民に貢献します。

　世界を揺るがすテロ・難民問題や，東アジアおよび自国日
本経済の先行き不安が，自然災害とともにますます，先の読
めない状況を長引かせています。
　多くの中小企業がどのような先手を打つべきかを思案さ
れているなか大切なことは，自社の強みを生かす新技術・新
製品を絶え間なく追求していくことと，それを下支えする人
材の育成であると考えます。これを「人財」とみなし，当セン
ターでも昨年度よりその育成に力を入れ，今年度は「次世代
技術活用人材育成」と「IoT 等自動化技術導入促進事業」を実
行していきます。より具体的，実践的な支援ができるものと
考えております，注目下さい。

　また，新しい試験・評価機器の拡充も進んできており，今
まで以上に支援の幅が広がっています。広く利活用していた
だくことが我々の励みになります。
　窯業指導所改め，「笠間陶芸大学校」が開校致しました。現
代陶芸をリードする陶芸家を育成していくのは勿論，地元の
作陶家ならびに，窯業やセラミックに関連した企業の方々へ
の支援業務も引き続き行ってまいります。そして今年度，工
業技術センターとして次のステップアップを目指した，新中
期 5ヶ年計画がスタート致しました。職員一同，心機一転，い
ばらき産業大県の強化に努めてまいります。
　積極的な当センターの活用をお願い申し上げます。

茨城県工業技術センター長　武者 也寸志
むしゃ　　　　やすし

人財育成の加速化による，いばらき産業大県の強化支援

こ ん な と き，当 セ ン タ ー を ご 活 用 く だ さ い !

次世代技術や地域資源活用，陶芸人材，結城紬後継者，食品微生物管理，清酒製造，開放機器の
操作方法などの受入研修が可能です。材料費は自己負担の場合があります。

・ 人材育成 ( 無料 )
( 笠間陶芸大学校は有料 )

企業交流促進，情報共有，新技術・新事業の創出を目指す研究会です。・ 研究会 ( 無料 )

( 有料 )
企業単独で実施が困難な新技術・新製品などの研究開発について，その一部を当センター職員が
実施し , 成果をご報告いたします。研究開発人材の育成支援の対応も可能です。・ 受託研究

技術開発，品質向上等を目的に，当センター保有の分析機器や測定機器を開放しています。・ 設備利用 ( 有料 )

・ 依頼試験 材料や製品などの試験・分析を行います。試験成績書の発行も可能です。( 有料 )

・ 技術相談 日常的な技術課題，技術開発，海外規格，競争的資金獲得，産学連携など，まずはご相談下さい。( 無料 )

茨城県工業技術センター

「活力ある
　いばらきづくり」
　　　　　のために

いばらき未来共創プラン

製品化・実用化支援
115件

５カ年目標（H28-H32）

・成長分野の基盤技術に関する研究

　国研や大学，企業との重点研究の推進

　技術シーズを活用した受託研究

・企業課題を解決する受託研究　など

研究開発 技術支援

人材育成

橋渡し

　次世代技術活用人材育成

　笠間陶芸大学校

・結城紬後継者育成

・微生物管理，清酒製造

　IoT自動化技術研修　など

・技術相談

・海外規格相談

・設備利用

・依頼試験　など

・国研や大学等との共同研究

・支援機関との連携やコーディネート

・成果等の普及啓発　　　　など

４本柱の
支援プログラム

４本柱の
支援プログラム

企業ニーズの解決へ！

・電気,機械,金属,化学,食品,

　繊維,窯業等多様な技術者

・各種試験分析装置

・各種業界との

　ネットワーク

・電気,機械,金属,化学,食品,

　繊維,窯業等多様な技術者

・各種試験分析装置

・各種業界との

　ネットワーク
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茨城県工業技術センター
第二期中期運営計画
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◆機械・設計・解析→技術融合部門 029-293-7482　　　　　　　◆電気関連→技術基盤部門 029-293-8575

◆金属材料・加工　→先端材料部門 029-293-7492　　　　　　　◆化学分析→先端技術部門 029-293-7495

茨城県工業技術センター　業務案内　平成28年
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笠間陶芸大学校
Tel:0296-72-0316

産業連携室
Tel:029-293-7213

（写真はイメージです）

NEW 工業技術センター内にスマート工場を模した生産ラインを整備します。
この模擬ラインを使って，自動化ロボットや生産ラインのネットワーク化などの
IoT 導入を検討している企業の技術者育成等を支援します。

事業の大きな流れ

20 名程度 ネットワークでつながれた
加工・組立・検査ラインでの実習

ロボットプログラミング研修

20名程度IoT ネットワーク研修

IoT等自動化技術
　　　導入促進事業

工業技術センターの模擬スマート
工場を活用した実習IoT研修を実施 研修後

開放機器利用研修
　以下の開放機器について操作方法等の研修を実施いたします。

材料試験機（インストロン万能試験機）

　　　　（先端材料部門 Tel:029-293-7492）
三次元測定器
 　　　（技術融合部門 Tel:029-293-7482）

蛍光Ｘ線，赤外分光光度計
　　　　（先端技術部門 Tel:029-293-7495）

ＥＭＣ関連設備
 　　　（技術基盤部門 Tel:029-293-8575）

工業技術センター 本所
工業系部門

機器利用研修

工業技術センター 本所
食品バイオ部門
Tel:029-293-7497

工業技術センター 本所
技術融合部門
Tel:029-293-7482

技術基盤部門
Tel:029-293-8575

生産技術者育成 微生物管理技術研修

清酒製造研修 清酒の製造に必要な各工程の生産技術等の研修を実施しています。

食品の製造工程・製品の衛生管理に必要な微生物の測定技術等
の研修を実施しています。

結城紬後継者育成
繊維工業指導所 紬技術部門
Tel:0296-33-4154　

地機による結城紬の製織技術者を育成しています。
研修では，製織の他，染色や糊付け，整経等下拵えの実習も行い
ます。

・定員 　　　10名
・入学資格　高等学校を卒業した者及び卒業見込みの者，又はこれと同等以上の学力が
　　　　　  あると認められた者

・定員　　　若干名
・入学資格　笠間陶芸大学校 陶芸学科を卒業した者及び卒業見込みの者，又は陶芸に
　　　　　  関する専門的な知識・技術がこれと同等以上であると認められた者

土の特性を自らの感覚で知ることから始まります。手びねりやタタラ，ロクロ，
石膏型による成形技術や絵付けによる加飾技術などを幅広く学びます。加えて，
釉薬調合や焼成技術，工芸史や陶芸における造形理論の理解を深め，2年間の集
大成としての修了制作に取り組みます。

生徒各自が研究テーマを設定し，テーマに沿ったより高度な知識と技術の習得
に取組みます。

陶芸学科
２年制

研究科
１年制

「現代陶芸をリードする陶芸家を輩出する産地」と「手作りを基本に日用陶磁
器を生産する産地」の両面を併せ持つ陶芸産地を担う人材育成を行います。

NEW

笠間陶芸大学校

講義と事例演習を通じて，研究開発計画，知的財産，標準化，産学官金連携，
マーケティングなど，研究開発の基礎となる知識と手法を修得します。
・受講対象　研究開発に意欲的な中小企業の社員
・定員　　　20名
・期間　　　１ヶ月程度（週１日×４回）
・研修費用　無料

・受講対象　基礎課程修了者 または 中小企業に５年以上勤務の者
・定員　　　１コース２名×４コース（軽量化技術，自動化・解析，IoT 活用，地域資源活用）
・期間　　　３ヶ月～６ヶ月程度（週２日×３ヶ月，または週１日×６ヶ月）
・研修費用　研修内容により，実費をいただくことがあります

軽量化技術，解析シミュレーション，IoT 活用 , 地域資源活用といった次世代
の技術を活用できる競争力のある研究開発型企業育成の研修を行います。

企業内の要望にもとづくテーマの研修を通して，実践的な手法を学びます。

基礎課程

応用課程

NEW

次世代技術活用
　　　　　人材育成

企業の人財育成のお手伝いをします。



◆酒・漬物・有用微生物→食品バイオ部門 029-293-7497　　　　　◆菓子・納豆・醤油・味噌→地場食品部門 029-293-8576

◆プラスチック・繊維・紬織物→繊維工業指導所 0296-33-4154　　◆陶芸人材育成・陶磁器・石材→笠間陶芸大学校 0296-72-0316

茨城県工業技術センター　業務案内　平成28年
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●重点研究の推進
工業技術センターが主体となって，県の中期展望に沿った次世代技術の移転促進や県内産業振興に資する新製
品・新技術開発を目指した研究プロジェクトを推進します。今年度は IoT・ロボットに関する下記のような活動や企
業調査等を通して産学官によるプロジェクト研究を検討していきます。
　・スマート工場による生産現場自動化と導入の課題に関する調査研究
　・生産現場におけるIoT・ロボットの利活用に関する調査研究

●共同研究等による次世代技術等の橋渡し
大学・研究機関等との共同研究などを通じて，中小企業の技術課題解決に応用可能な次世代技術シーズ等の工業
技術センターへの移転を図ります。
これによって得た技術シーズを中小企業に橋渡しすることで企業の育成につなげていきます。

軽量化素材として活用が進められている炭素繊維強化樹脂（CFRP）の成形加
工に必要なデータの蓄積，既存加工技術の転用等を進め，また，編織技術を活
用した炭素繊維クロス部材を作製し，成形性，加工性の向上を目指します。

H27-29

編織技術を活用した炭素繊維強化樹脂の
加工性向上に関する試験研究

プラスチック工場内での端材の有効利用のため，成形品の高次構造の解析
と品質評価・最適成形条件の関連性の研究，素材を劣化させない成形技術
等の開発を目指します。

H26-28
高次構造解析によるプラスチック再利用
成形加工技術の高度化に関する試験研究

人が物を飲み込む際に発生する音（嚥下音・呼吸音）やのどの動き（嚥下関連
筋群）から取得される測定データを用いて，嚥下機能の評価に有用なアルゴ
リズムを検討し，非侵襲・安全な嚥下機能計測評価手法の確立を目指します。

H27-29

誤嚥性肺炎を予防するため非侵襲・安全
な嚥下機能計測評価手法に関する調査研
究（メイン：県立医療大学）

農業総合センターと共同で，高軒高ハウス内での効率的な炭酸ガス施用技術
の確立と，光合成による同化量の増大が果実生産量と品質向上に与える効果
を解明し，革新的なトマトの増収栽培管理技術開発につなげます。

H26-28

長期どりトマトの高軒高ハウス・炭酸ガ
ス施用等を活用した先進的増収技術の開
発に関する試験研究（メイン：農業総合センター）

硬質小麦「ゆめかおり」のパン・中華麺の生地物性解析により，パン・中華麺
の加工適性が最も優れる子実タンパク質含量を明らかにします。また，最適
な子実タンパク質含量を得るための生育制御技術などを確立します。

H27-30

硬質小麦「ゆめかおり」の物性解析による加工
適性評価と高加工適性のための生育制御技術
の開発に関する試験研究（メイン：農業総合センター）

乳酸菌の種類の違いによる発酵漬物の香気成分の変化を明らかにし，乳酸菌
の種類及び発酵条件を制御することによる漬物の香りの制御技術を開発し
ます。

H27-31
香り良い漬物製造が可能になる乳酸菌に
関する試験研究

賞味期限切れにより廃棄される納豆食品を少なくするため，本研究事業で
は，納豆菌を遺伝子レベルで研究することにより日持ちする納豆食品の開発
を目指します。

新規
H28-31

納豆菌の発酵・熟成に関わる遺伝子の機
能解析と制御に関する試験研究

環境負荷の少ない洗浄としてマイクロバブルによる洗浄技術が注目され始
めており，本研究事業では，ベンチュリ管方式によるマイクロバブルを用い
た低環境負荷及び高効率な環境調和型洗浄技術の確立を目指します。

新規
H28-30

マイクロバブルを用いた環境調和型洗浄
技術に関する試験研究

高品質化かつ低コストの鍛造技術が注目されており，本研究事業では，鋳造
材を原料に用いることで低コストかつ高品質・高強度な鍛造部品の製作を
目指します。

新規
H28-32

軽金属鋳造材を用いた鍛造技術に関する
試験研究

笠間産資源（粘土，陶石など）を釉薬原料として使用することで，笠間焼ならで
はの陶器づくり提案を目指します。笠間産資源を原料とする釉薬の開発

結城紬の物性，機能性に関わる要素を客観的に測定，解析する方法を検証し，結
城紬素材の持つ固有の特徴を分かりやすく提示していきます。結城紬特性の定量化に関する調査研究

●伝統的工芸品産地を支える調査研究

●平成２８年度 研究テーマ
県内産業発展に貢献できるよう，今後成長が見込まれる「次世代自動車」「健康・医
療」「環境・新エネルギー」「食品」の４分野を支える基盤技術の研究開発を中心に
行い，県内中小企業の新分野進出をご支援いたします。

成長分野を支える基盤技術の研究に取り組みます。
■工業技術センターが進める研究開発など



◆機械・設計・解析→技術融合部門 029-293-7482　　　　　　　◆電気関連→技術基盤部門 029-293-8575

◆金属材料・加工　→先端材料部門 029-293-7492　　　　　　　◆化学分析→先端技術部門 029-293-7495
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企業ニーズに対応した新たな取り組みや交流促進，連携のお手伝いをします。

　平成 28 年７月 6日に工業技術センター本所にて，県内支援機関との合同成果発
表会を行います。また年度末には，工業技術センター本所，繊維工業指導所，笠間陶
芸大学校にて，その年度の成果を発表いたします。
　このほか，業界総会などに出かけ「出前発表」を行っております。ご要望によりお
伺いしますので，産業連携室までお問い合わせ下さい。

●連携促進

成果発表会

出前発表

企業調査 各職員が企業の現場に積極的にお伺いし，当センターの事業紹介や企業ニーズの収集を行って
おります。

業界懇談会
各業界の代表の方々と当センター職員とで，業界の技術的課題等について情報交換します。
これにより，業界の活動や中長期的な計画を共有していきます。

産学官連携 産学官で取り組む研究事業に積極的に参画し，大学や県内中小企業とともに本県独自の新技術・
新製品等の研究開発を進めていきます。

競争的外部資金
導入支援

県内企業の研究資金獲得支援と，共同・受託研究，センター発の技術の事業化を促進するため，
競争的研究資金の導入をご支援します。

イベント
笠間陶芸大学校施設公開 ( 春４月下旬～５月上旬），笠間陶芸大学校オープンキャンパス（８月，
１０月頃）繊維工業指導所フェア（秋１０月頃）などのイベントを通して，多くの方にものづく
りの楽しさを体験していただいております。

企業間の交流促進，情報共有，新技術・新事業の創出を目指す研究会です。
ご参加のご希望は，産業連携室 TEL 029-293-7213 までご連絡ください。●平成２８年度 研究会

製陶における品質安定や効率化を目的として，企業間交流を行うことで焼成時の改善ポ
イントのノウハウを共有します。

やきもの焼成技術研究会

釉薬開発や改良に有効な基礎知識を学ぶ勉強会を開催することにより，会員および業界
の釉薬技術のレベルアップを目指します。陶磁器釉薬技術研究会

今後，自動車を始めとする工業部品への適用拡大が期待されている「炭素繊維強化樹脂
（CFRP）」の普及拡大に向けて，県内外の企業間連携や企業と研究機関との連携促進，工業
技術センターにおける評価サービスの検討を行います。

繊維強化樹脂研究会

茨城の清酒のレベルアップを目指し，清酒製造技術に関する定期的な勉強会，清酒品質向
上や製造技術者育成，技術情報の情報交換や共有を県内酒造業とともに取り組みます。清酒製造技術研究会

めっき，塗装，ドライプロセスによる表面処理の性能向上，環境負荷軽減，コストの低減へ
の対応に向けた勉強会および研究発表会を行うほか，会員企業に個別に訪問して課題を
伺い，困りごとの解決や技術開発を進めます。

表面処理技術研究会

当センター保有の機械加工，形状測定，強度測定及び組織観察の機器等を用いた勉強会を
行います。これにより，当センターの機器活用や研究開発課題発見につなげます。ものづくり技術研究会

デジタルものづくり研究会
現在のものづくりに必要な３Ｄ-ＣＡＤ・ＣＡＥ（シミュレーション）・３Ｄプリンタ・３
Ｄスキャナ等の活用方法習得の場を提供し，３Ｄデジタル技術の理解および技術習得を
図ります。

※受託研究ご希望の方は，産業連携室 TEL:029-293-7213 までご連絡ください。

NEW

●受託研究

受託研究（提案型）

問合せ
（随時）

＞ 事前調査 ＞ 申　請 ＞ 審　査 ＞ 採択決定 ＞ 契　約 ＞ 研究実施 ＞
研究終了
研究報告

御社の “商品開発” “技術開発” “試験評価” “研究開発人材育成” などの課題解決に。

募集期間 随時受付けております 当該年度内
成果等公開

研究期間

費　用非公開が可能です 申請者（企業）の負担

研究受入れから
終了までの流れ

　企業で実施が困難な新製品・新技術などの研究開発について,企業の皆様に代わり当センター職員が
研究を実施します。
　御社の研究開発人材育成の支援として，当センター職員の派遣や御社技術者の受入れにも対応して
おります。
　当センターの技術シーズを活用いただく形での受託研究も行ってまいります。

80件
H27
実績
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県内中小企業を対象に工業製品の放射線量測定をしております。
食品・液体は対応しておりません。●工業製品の放射線量測定【無料】
※ご希望の方は，産業連携室 TEL:029-293-7213 までご連絡ください。

必要な書類
依頼試験には「試験・分析・検査申請書」が必要です。
試験に係わる成績書が必要な方は「成績書交付申請書」が必要です。　
設備使用には「設備使用申請書」と「誓約書」が必要です。

ご利用時間 午前９時～午後５時（土・日・祝祭日は除く）

ご利用料金等 依頼試験手数料，設備使用料，成績書交付手数料は，ホームページをご覧ください。
機器，試験内容については担当部門へご相談下さい。なお，手数料は前納となっております。

●依頼試験・設備使用 下記をご参考に，生産活動に伴うトラブル対策や，材料の分析，試作品の評価などに
ご活用ください。

【材料試験】
 ・インストロン万能試験機
 ・微小ビッカース硬さ試験機
　 他　

主な試験・設備

平成２７年度整備した主な機器

【精密測定】
　三次元測定器制御装置

【環境試験】
 ・複合サイクル試験機
 ・恒温恒湿器
 　他

【拡大観察】
　デジタルマイクロスコープ

【材料試験】
　チタン対応非破壊
　　　材料構造解析システム

【その他試験】
 ・耐食試験
 ・金属組織観察
 ・細菌試験
　 他

【その他機器】
 ・引張試験機 
 ・走査型電子顕微鏡
 ・セラローラー
 ・ポットミル
 　他

上記以外にも試験項目，開放機器はございますので，さらに詳しく知りたい方，または各種申請書が必要な方は，
当センターホームページ http://www.kougise.pref.ibaraki.jp/ の「依頼試験」「設備使用」をご覧ください。

【窯業試験】
 ・真空土練機
 ・小型電気炉
　 他　

【プラスチック，繊維試験】
 ・耐候試験機
 ・万能試験機
　他　

【電気試験】
 ・EMI機器
 ・RFイミュニティ機器
　 他　

【食品分析・加工試験】
 ・高温高圧調理滅菌装置
 ・真空凍結乾燥機
 　他　

【精密測定】
 ・表面粗さ輪郭形状測定機
 ・三次元測定器
 　他　

【成分分析】
 ・微小蛍光X線分析装置
 ・ICP発光分析装置
 　他　

これらの２機器は公益財団法人JKAの補助
を受けて整備しました。

この機器は経済産業省地域オープンイノベ
ーション促進事業により整備しました。

■依頼試験・設備使用のご利用について
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センター長 武者 也寸志 工業技術センター総括

副センター長
・鷲尾 重治 事務系統括

・冨長 博 電気，機械，食品，繊維　統括

・児玉 弘人 金属，化学，プラスチック，陶芸大学校　統括

●組織のご紹介
平成２８年度の組織体制と対応している技術分野や研究開発等についてご紹介いたします。

・機械・電気・金属・化学・食品・デザイン・海外規格に関することは・・・

工業技術センター産業連携室

・つくばの研究機関との連携に関することは・・・

いばらきサロン 電話 029-858-6016   Ｅメール salon2@kougise.pref.ibaraki.jp

電話 029-293-7213   Ｅメール renkei2@kougise.pref.ibaraki.jp

皆様の日常的な生産活動における諸問題から競争的資金獲得,産学連携,将来へ向けた技術開発など,
あらゆるご相談を，電話・来所・Ｅメールでお受けしますので，お気軽にお申し付けください。■困ったときの相談先

企画管理部
Tel:029-293-7212（代）
部長：鷲尾 重治(兼務)

工業技術センター本所の庶務経理を担っています。

・係長 山田 淳一 庁舎維持管理，予算，物品の調達，監査等
横須賀久美子・係長 給与，決算，物品の調達，福利厚生等

産業連携室
Tel:029-293-7213（直通）
室長：齋藤 和哉

工業技術センター全体の企画運営，連携窓口，デザイン，木工を行っています。

・主任研究員 石川 章弘 業務全般取りまとめ，デザイン関連，施設整備，HP発信

・技師 川上 知弘 特電研究取りまとめ，成果発表会

・係長 井野　貴規 事業予算管理，海外展開支援，公設試験場の広域連携

・主任研究員 久野 亘央 工業技術研究会事務局，人材研修，メルマガ，木工窓口

・嘱託 戸上 隆利 受託研究取りまとめ，知財取りまとめ
・嘱託 鈴木 忠雄 工業製品の放射線測定，ものづくり企業支援

いばらきサロン
（駐在）
Tel:029-858-6015

・主任研究員 小林 哲也 技術シーズ発掘と移転推進，産業フォーラムの運営，デザイン関連
・嘱託 稲葉 金正 つくば地区の産学連携コーディネート及び技術相談等

つくば地区の研究機関・大学などと企業との橋渡しを行います。

機械系

技術融合部門
Tel:029-293-7482（直通）
部門長：大高 理秀

機械，ロボット，精密測定，CAD，構造解析，自動化技術，放射線測定前島 崇宏・技師
・主任 山下 宏 機械，ロボット，精密測定，モータ技術，電磁場解析，3Dプリンタ

・技師 岡田 真 機械，ロボット，CAD/CAM，流体解析，強度試験，自動化技術
・嘱託 柏　 清隆 機械，３Ｄシミュレーション
・嘱託 堀内 義孝 機械，強度試験，精密測定

・技師 石川 卓 機械，ロボット・システム制御，生産現場自動化，生産管理

電気系

技術基盤部門
Tel:029-293-8575（直通）
部門長：若生 進一

・主任 平間 毅 電気，画像処理，組込み技術，計測・制御

・技師 河原 航 電気，EMC・電気試験，センサ情報処理，計測・制御
・嘱託 小暮 誠 電気，IoT活用技術，ロボット・システム制御，生産管理

・技師 戸塚 貴之 電気，EMC・電気試験，センサ情報処理，IoT活用技術

金属系

先端材料部門
Tel:029-293-7492（直通）
部門長：浅野 俊之

金属材料に関わる技術開発を支援します。軽量化や加工に関する研究開発，金属材料試験，金属
組織観察，シミュレーション技術等に対応しています。

・主任研究員 行武栄太郎 機械，塑性加工，摩擦撹拌接合，圧延加工，軽金属材料

・主任 上田 聖 機械，疲労試験，塑性加工解析，強度試験，組織観察
・技師 石川 裕理 機械，強度試験，組織観察，硬さ試験，塑性加工解析

・主任 早乙女秀丸 機械，機械加工，非破壊検査，表面形状測定，強度試験

・技師 吉岡 健 化学，組織観察，硬さ試験，強度試験，材料分析

EMC・電気試験，画像処理，マイコン制御などに対応し，企業の製品化・自動化を支援してまい
ります。また，次世代技術として，ロボット制御，IoT 活用技術にも取り組んでまいります。

ロボットによる自動化，ＣＡＤ／ＣＡＭ／ＣＡＥ，精密測定，強度試験，画像処理，
３Ｄプリンタ等に対応しています。企業の製品化・技術開発・自動化等の支援を行います。



◆酒・漬物・有用微生物→食品バイオ部門 029-293-7497　　　　　◆菓子・納豆・醤油・味噌→地場食品部門 029-293-8576

◆プラスチック・繊維・紬織物→繊維工業指導所 0296-33-4154　　◆陶芸人材育成・陶磁器・石材→笠間陶芸大学校 0296-72-0316

茨城県工業技術センター　業務案内　平成28年

P7

・プラスチック・繊維・結城紬に関することは・・・

工業技術センター繊維工業指導所 電話 0296-33-4154    Ｅメール senikou2@kougise.pref.ibaraki.jp

・陶芸人材育成・窯業技術に関することは・・・

工業技術センター笠間陶芸大学校 電話 0296-72-0316    Ｅメール tougeidai@kougise.pref.ibaraki.jp

加工食品系

地場食品部門
Tel:029-293-8576（直通）
部門長：中川 力夫

菓子，米菓，納豆，醤油，味噌，野菜果実などの加工工程における殺菌方法の検討や成分分析等
による品質管理などの技術相談に対応し，製品の高付加価値化に取り組んでいます。

・首席研究員 長谷川裕正 化学，納豆製造技術，食品加工技術，納豆業界支援
・主任 久保 雄司 化学，食品成分分析，納豆菌遺伝子解析
・技師 野口 友嗣 化学，食品細菌検査，食品成分分析

発酵食品系

食品バイオ部門
Tel:029-293-7497（直通）
部門長：吉浦 貴紀

主に酒，漬物等の研究，技術開発，支援を行っています。その他県内の地域産業を活用した発酵
食品の開発支援や技術相談，社内での微生物取り扱い技術者を養成する研修を担当します。

・主任研究員 武田 文宣 化学，清酒製造技術，酒類全般，清酒製造研修

・主任 岩佐 悟 化学，食品細菌検査，香気成分分析，漬物製造技術
・主任 田畑 恵 化学，遺伝子解析，食品細菌検査

化学系
先端技術部門
Tel:029-293-7495（直通）
部門長：大城 靖彦

化学，表面処理，電気化学測定，分析・評価・主任 岩澤 健太
・主任 加藤 健 化学，金属抽出分離，化学センサ，分析・評価

・技師 安達 卓也 化学，熱測定，分析・評価
・技師 小田木美保 化学，分析・評価
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陶芸技術系

人材育成部門
Tel:0296-72-0316
部門長：尾形 尚子

陶芸学科や研究科などにより陶芸産地を担う人材育成を行います。

・首席研究員 小島 均 化学，窯業材料分析，釉薬配合技術，材料試験，焼成技術

・特任教授 五味 謙二 陶磁器成形技術，人材育成
・特任教授 佐藤 雅之 陶磁器成形技術，人材育成

・主任研究員 常世田 茂 工芸技術，陶磁器成形技術，焼成技術
・講師 根本 達志 陶磁器成形技術

窯業材料系

工芸・材料技術部門
Tel:0296-72-0316
部門長：寺門 秀人

窯業分野に関する研究開発，窯業原料・石材の分析，釉薬，焼成技術者等の育成に対応しています。
窯業資源を活用し，県内陶磁器の製品開発を支援しています。

・技師 吉田 彩美 化学，窯業材料分析，釉薬配合技術，材料試験
・主任研究員 吉田 博和 工芸技術，窯業材料試験，窯業原料分析，釉薬配合技術

・嘱託 南部 比呂美 陶磁器成形技術，釉薬配合技術
・嘱託 小林 真弓 事務

学校長 金子 賢治 笠間陶芸大学校総括

副校長 佐藤 茂 笠間陶芸大学校長補佐
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繊維系

紬技術部門
Tel:0296-33-4154
部門長：篠塚 雅子

繊維素材，製品の試験研究や開発支援，結城紬の振興・人材研修に対応しています。

・主任研究員 本庄 恵美 染織技術，アパレル，縫製，繊維物性，消費科学試験
・主任研究員 中野 睦子 染織技術，染織加工，織物デザイン，繊維物性評価，後継者育成 
・嘱託 渡邉 直子 結城紬後継者育成研修指導

プラスチック系

素材開発部門
Tel:0296-33-4154
部門長：飯村 修志

プラスチック等高分子製品の試験，技術相談に対応しています。また県西地区の製造業企業支援
のため，技術相談，各機関との連携事業に取り組んでいます。 

・主任 仁平 敬治 化学，複合材料，プラスチック材料試験

青木 邦知・主任研究員 機械，炭素繊維強化樹脂，プラスチック評価技術，物性試験
大吉 正巳・副主査 収入，支出，給与，物品，福利厚生，その他の事務

・技師 安藤 亮 化学，高次構造解析，プラスチック表面処理，化学分析

・主任 谷萩雄一朗 機械，プラスチック成形加工，樹脂流動解析

・嘱託 千葉顕一郎 機械，研究補助

所長 磯 智昭 繊維工業指導所総括
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主に材料の分析評価，腐食特性評価，表面処理やRoHS指令などに対応しております。また，分析
技術を活用した金属抽出システムやマイクロバブル洗浄技術の開発に取り組んでいます。
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研究報告書 毎年の研究成果を研究報告書としてまとめています。

成果集

メールマガジン
【月1回配信】

ホームページ

●情報提供

当センターに関する情報発信や依頼試験等の申請書類，研究報告書等がダウンロードできます。
URL　http://www.kougise.pref.ibaraki.jp/

当センターの研究報告書や成果集，メールマガジン，ホームページなどにより，技術情報をご提供しています。

技術支援をした中から製品化・実用化などに結びついた成果について，事例をご紹介しています。

　　《お申込み方法》電子メール renkei2@kougise.pref.ibaraki.jp まで
　　　　　　　　　　件名を「メール配信希望」としてご連絡ください。

　　《お申込み方法》ホームページ http://www.kougise.pref.ibaraki.jp/seni/ から
　　　　　　　　　　ご登録いただけますのでご覧ください。

当センターに集まる技術シーズや法令，競争的資金等様々な情報をご提供いたします。
これら最新の情報はメールマガジンを中心に配信いたしますのでぜひご登録ください。

研究開発や課題解決に有用と思われる情報をリアルタイムにご提供いたします。

一般向けの結城紬産地のイベント情報や産地企業向けの情報を配信しています。

笠間陶芸大学校では Facebook でも情報発信中です
URL　https://www.facebook.com/ibaraki.yogyo

●茨城県工業技術センターメールマガジン

●結城紬産地メールマガジン

■各機関へのアクセスとお問い合せ 工業技術センター関連機関は◎印

（株）つくば研究支援センター

（公財）茨城県中小企業振興公社

（株）ひたちなかテクノセンター

茨城県デザインセンター

茨城県庁

（公財）日立地区産業支援センター

産業技術
総合研究所洞峰

公園

 JAXA

TXつくば駅

桜土浦IC

国道
354
号

常
磐
自
動
車
道

学
園
東
大
通
り

学
園
西
大
通
り

いばらきサロン

水戸

三郷

TEL : 029-858-6015
FAX : 029-858-6017

◎いばらきサロン
　〒305-0047 茨城県つくば市千現2-1-6
　　              つくば研究支援センター内

笠間駅

友部
駅

笠間
稲荷

国道50号

笠間芸術の森公園

国道355号

北関東自動車道
ひたちなか

小山
水戸

宇都宮
友部IC

JR水戸線

笠間陶芸大学校

TEL : 0296-72-0316
FAX : 0296-72-3027

◎笠間陶芸大学校
　〒309-1611 茨城県笠間市笠間2346-3

JR水戸線

国道50号バイパス

鹿窪運動公園 絹川小

GS

結城
二高 水戸小山

繊維工業指導所

結城駅 東結城駅

TEL : 0296-33-4154
FAX : 0296-33-2953

◎繊維工業指導所
　〒307-0015 茨城県結城市鹿窪189

茨城町東
IC
運転免許
センター

県自動車学校
県警察学校

茨城県庁

北関東
自動車

道

国道50号バイパス

偕楽園
JR常磐線

千波湖

水戸IC

茨城町
JCT

旧
国
道
６
号茨城県工業技術センター

ひたちなか

茨城空港

三郷

日立

友部
JCT

東京

日立

赤塚駅

水戸駅常
磐
自
動
車
道

国道
6号

TEL : 029-293-7212（代）
FAX : 029-293-8029

◎茨城県工業技術センター 
　〒311-3195 茨城県東茨城郡茨城町長岡3781-1


